
～

交通事故発生件数 減少

成果 維持する

関係機関と連携し、チラシの配布や街頭での啓発活動など積極的に行っていく。

成果指標と目標値
を設定した理由

市内における交通死亡事故ゼロを目指し、啓発活動を実施していく。

令和３年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する

成果 100.0 ％ － ％ －
シートベルト着用率 維持

目標

成果 95 件 － 件 －

目標 140 件 140

100.0 ％ 100.0 ％ 100.0 ％

件 130 件

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 8,948,671 9,993,700 10,657,460

市民１人当たりコスト 円 210 236

人件費　Ｂ 円 5,282,440 4,593,700 6,266,460

253

成果指標　アウトカム 方向 令和元年度 令和２年度 令和３年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額 一般財源 円 3,666,231 5,400,000 4,391,000

市債 円 　

その他特定財源 円

正規職員数 人 0.82 0.71 0.71

県支出金 円

決算（見込）額　Ａ 円 3,666,231 5,400,000 －

財源内訳

国庫支出金 円

補正・流用等 円 －

合計 円 4,409,000 5,400,000

項　　目 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

全市民
交通ルールを守り、交通事故に遭わない・起こさなさいという交通安
全意識の普及を図り、安全で安心して暮らせる市にする。

現状・課題

予算額

当初予算 円 4,409,000 5,400,000 4,391,000

4,391,000

交通死亡事故件数及び事故件数は減少傾向にあるが、安全安心な地域づくりのため、今後も交通安
全啓発を実施していく必要がある。

市が行う理由
及びその根拠

義務的自治事務 交通安全対策基本法、中野市交通安全条例

事務事業概要
中野警察署や関係機関と連携し、交通安全啓発チラシの配付や高齢者を対象とした講話等の開催な
ど総合的な普及啓発を図る。

令和３年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

高齢者交通安全実践事業「いきいきなかの交通安全塾」の開催 ２回

高齢者地域安全塾の開催 20回

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ２款 総務費 未計上

項 １項

目指す姿

目 ５目 交通安全対策費 合併前

政策 03 防犯・交通安全対策の強化 係 生活交通安全係
総合
計画
体系

基本政策 5 安心・安全な住みよいまちづくり 課・室 市民課

施策 02 交通安全の推進 内線電話 238

総務管理費 実施期間

事務事業名 交通安全啓発事業
目標設定日 令和3年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和３年度目標設定） 事務事業№ 040501

くらしと文化部



シートベルト着用調査及び啓発

高齢者交通安全実践事業
（いきいきなかの交通安全塾）

季別の交通安全運動等の実施

活動内容 ４月 ５月 ６月

児童・生徒への自転車利用安全啓発
活動

高齢者地域交通安全塾の開催

令和３年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

交通安全運動推進計画の策定

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

くらしと文化部

課・室 市民課

係 生活交通安全係

事務事業名 交通安全啓発事業

部・局

▼交通安全推進協議会の開催

高齢者地域交通安全塾（随時）

▼いきいきなかの交通安全塾の開催（年２回）

▼小学校自転車運転技能講習会（４～６月）

自転車安全教育啓発チラシの配布（随時）

▼高校生への自転車啓発（４、５、９月）

▼春の全国交通安全運動

▼夏の交通安全やまびこ運動

▼秋の全国交通安全運動

▼年末の交通安全運動

交通指導員と職員による啓発活動(毎月５、20日）

▼シートベルト着用率調査(５月、９月)

シートベルト着用啓発チラシの配布（随時）


